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代表取締役社長執行役員　津 田　尚 宏

このたび弊社は 皆様方のご支援、ご指導のおかげにより、今年11月29日をもちまして創業170周年という節目を迎えることとなりました。
遠く安政元年(1854年)、社祖 津田幸兵衛が小吹炉で溶銅し、京都洛北の高野川で水車を利用して銅線を引き始めました。
この銅線は、神社や寺院の屋根瓦を固定するために使用され、津田電線の製品第一号となりました。『社会のために、良い製品を、より安く、より早く』という社是のもと、
企業倫理を徹底し、社員全員がお客様に最大の満足と誠意を贈る事に留点いたしております。
また、地球環境の保全や地域社会への貢献をはじめ幅広いフィールドを視野に入れ、より新しき価値を見い出し社会から信頼され愛される企業を目指すと共に
製品開発・技術の向上……そして更なる進化に向かって、力強く邁進する所存でございます。
今後とも倍旧のご支援、ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

おかげさまで 津田電線は創業170周年
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各種亜鉛再生塊製造販売

スクラップ　　　現金買入亜鉛

㍿市川金属

め
っ
き
薬
品
ラ
イ
ン
自
動
化

め
っ
き
薬
品
ラ
イ
ン
自
動
化

日
本
化
学
産
業
、工
程
集
約
も

日
本
電
解
民
事
再
生
へ

負
債
147
億
円
Ｅ
Ｖ
銅
箔
市
況
悪
化

売上高500億円目指す
原料流通の髙田商事原料流通の髙田商事

取
扱
量
増
、解
体
事
業
も
好
調

廃バッテリー
輸出10月630㌧

韓国向け

ア
ン
バ
ト
ビ
ー
の

債
務
整
理
認
可

住
友
商
事

電
子
デ
バ
イ
ス

国
際
学
会
に
出
展

Ｊ
Ｘ
金
属

能
登
半
島
豪
雨

義
援
金
を
寄
贈

ア
サ
ヒ
セ
イ
レ
ン

日
本
化
学
産
業
は
、
薬
品
事
業
の
主
力
製
品
に
お
け
る
製
造
工
程
の
自
動
化
を
推
進
す
る
。
製
造
拠
点
で

あ
る
埼
玉
工
場
（
埼
玉
県
草
加
市
）
の
プ
ロ
セ
ス
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
既
に
塩
化
第
二
銅
で
は
プ
ロ

セ
ス
改
善
が
完
了
し
て
い
る
。
2
0
2
5
年
度
を
最
終
と
す
る
現
中
期
経
営
計
画
期
間
中
に
、
メ
イ
ン
製
品

の
酸
化
第
二
銅
の
プ
ロ
セ
ス
も
改
善
し
た
い
考
え
だ
。
角
谷
博
樹
社
長
は
「
投
資
は
必
要
だ
が
確
実
に
進
め

た
い
」
と
自
動
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
意
欲
を
示
す
。

塩
化
第
二
銅
は
22
年
に

生
産
設
備
を
一
新
し
た
。

従
来
、
手
作
業
だ
っ
た
、

銅
の
溶
解
や
熱
し
た
塩
酸

を
配
管
に
通
す
作
業
を
自

動
化
。
現
在
は
ワ
ン
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
完
了
で
き

る
。次

は
最
も
主
力
の
酸
化

第
二
銅
の
プ
ロ
セ
ス
改
善

を
図
る
。
優
先
度
の
高
い

工
程
か
ら
自
動
化
す
る
方

針
。
効
率
化
に
向
け
た
工

程
集
約
も
進
め
る
。
角
谷

社
長
は
「
戦
略
的
製
品
は

自
動
化
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス

改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
話
す
。

同
社
の
薬
品
製
品
は
、

品
質
保
全
な
ど
の
観
点
か

ら
人
手
を
必
要
と
す
る

工
程
が
多
か
っ
た
。
だ
が

コ
ス
ト
面
や
労
働
環
境
面

か
ら
、
工
程
で
の
人
手
の

削
減
に
着
手
。
現
場
の
人

員
を
減
ら
し
、
生
産
性
向

上
に
資
す
る
業
務
の
人

員
を
厚
く
し
た
い
考
え

だ
。同

社
は
工
業
薬
品
を
手

掛
け
る
化
学
品
メ
ー
カ

ー
。
プ
リ
ン
ト
基
板
の
め

っ
き
用
酸
化
第
二
銅
な
ど

を
主
力
と
す
る
一
方
、
少

量
多
品
種
の
製
品
群
も
強

み
と
す
る
。
住
友
金
属
鉱

山
製
正
極
材
の
一
部
工
程

の
受
託
加
工
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
参
入
な
ど
、
バ
ッ
テ

リ
ー
分
野
で
の
事
業
拡
大

も
進
め
て
い
る
。

日
本
電
解
は
27
日
、
東

京
地
方
裁
判
所
に
民
事
再

生
手
続
き
の
開
始
を
申
し

立
て
た
と
発
表
し
た
。
同

日
付
で
保
全
・
監
督
命
令

を
受
け
た
。
負
債
総
額
は

約
1
4
7
億
6
0
0
0
万

円
。
米
国
子
会
社
の
デ
ン

カ
イ
・
ア
メ
リ
カ
は
解
散

・
清
算
と
な
る
。車
載
用
電

池
お
よ
び
回
路
基
板
用
銅

箔
の
市
況
悪
化
に
加
え
、

米
国
新
工
場
の
中
止
で
資

金
繰
り
が
悪
化
し
た
。

監
督
委
員
は
小
畑
英
一

弁
護
士
（
Ｔ
Ｆ
法
律
事
務

所
）、申
立
代
理
人
は
築
留

康
夫
弁
護
士
（
西
村
あ
さ

ひ
法
律
事
務
所
・
外
国
法

共
同
事
業
）ほ
か
5
人
。今

後
、
事
業
を
継
続
し
な
が

ら
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
索
、

承
継
す
る
こ
と
で
再
建
を

目
指
す
。
民
事
再
生
法
手

続
き
申
し
立
て
後
に
受
け

る
Ｄ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

で
、
三
井
住
友
銀
行
か
ら

20
億
円
の
融
資
枠
を
確

保
。
当
面
の
操
業
資
金
に

充
当
す
る
。

日
本
電
解
は
東
証
グ
ロ

ー
ス
に
上
場
し
て
い
る

が
、
整
理
銘
柄
指
定
期
間

を
経
て
12
月
28
日
付
で
上

場
廃
止
と
な
る
。
9
月
末

時
点
で
の
筆
頭
株
主
は
テ

ッ
ク
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
、
保
有
割
合
は
28
・
89

％
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
よ
れ
ば
、
上
場
企
業
の

経
営
破
綻
は
今
年
初
。

同
社
は
21
年
に
米
国
子

会
社
を
取
得
。
電
池
箔
需

要
の
拡
大
を
見
込
み
、
米

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
新
工
場

建
設
を
計
画
し
た
。
だ
が

電
気
自
動
車
市
場
の
悪
化

で
米
国
子
会
社
は
赤
字
が

常
態
化
し
、
新
工
場
建
設

を
凍
結
。
投
資
負
担
が
資

金
繰
り
に
響
き
、
米
国
子

会
社
の
清
算
を
決
め
た
。

米
国
子
会
社
へ
の
貸
付

金
の
大
部
分
が
回
収
困
難

の
た
め
、
多
額
の
特
別
損

失
を
追
加
計
上
し
簿
価
債

務
超
過
に
陥
る
予
定
。
自

力
再
建
を
断
念
し
た
。

11
面
に
解
説

非
鉄
原
料
流
通
の
髙
田
商
事
（
本
社
＝
埼
玉
県

幸
手
市
、
髙
田
永
清
社
長
）
は
、
向
こ
う
5
年
以

内
に
売
上
高
5
0
0
億
円
を
目
指
す
。「
魅
力
的
な

会
社
で
あ
れ
ば
人
が
集
ま
る
」（
髙
田
高
司
常
務
取

締
役
）
と
の
観
点
か
ら
、
従
業
員
の
給
与
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
働
き
や
す
い
社
内
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
で
、今
後
の
営
業
力
強
化
を
見
据
え
る
。

足
元
で
は
集
荷
に
注
力
し
た
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
取
扱
量
が
、
従
来
よ
り
1
・
5
倍
に
増
え
た
。

解
体
事
業
は
複
数
の
解
体
現
場
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
た
こ
と
で
、
大
型
案
件
に
も
参
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
社
の
強
み
は
品
目
の

多
さ
と
取
扱
量
だ
。
廃
電

線
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

の
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
ア
ル

ミ
な
ど
1
0
0
種
類
を
超

え
る
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

取
扱
量
は
、
月
に
よ
っ
て

は
計
6
0
0
0
㌧
に
上

る
。
特
に
、
ア
ル
ミ
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
取
扱
量
が
月
1

5
0
0
㌧
と
、
従
来
の
月

1
0
0
0
㌧
か
ら
増
加
し

た
。
も
と
も
と
取
扱
量
の

増
加
を
目
指
し
て
い
た
Ａ

サ
ッ
シ
や
印
刷
版
、
ア
ル

ミ
電
線
な
ど
の
ウ
ワ
物
が

伸
び
た
。
缶
プ
レ
ス（
Ａ
）

は
月
4
0
0
―
5
0
0
㌧

と
、
前
年
よ
り
倍
以
上
と

な
っ
た
。

廃
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
は

月
4
0
0
㌧
と
、
こ
れ
ま

で
の
月
1
0
0
㌧
か
ら
大

き
く
増
え
て
い
る
。
廃
ア

ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
は
か
さ
ば

り
や
す
く
作
業
時
に
大
き

な
音
が
出
や
す
い
た
め
、

自
社
で
の
処
理
を
避
け
た

い
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。
髙

田
商
事
で
は
2
年
前
に
破

砕
機
を
導
入
し
、
今
年
は

社
内
全
体
で
騒
音
や
振
動

に
対
す
る
環
境
対
策
を
強

化
す
る
中
で
、
廃
ア
ル
ミ

ホ
イ
ー
ル
ヤ
ー
ド
の
防
音

な
ど
に
も
力
を
入
れ
た
。

こ
の
破
砕
と
選
別
が
廃
ア

ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
の
取
扱
量

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。解

体
事
業
も
好
調
だ
。

10
年
ほ
ど
前
に
建
設
業
の

許
可
を
取
得
し
、
ビ
ル
や

工
場
な
ど
の
大
規
模
な
内

装
解
体
工
事
に
も
進
出
し

た
。
今
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
な
ど
と
一
緒
に
日
本
全

国
の
工
場
や
ビ
ル
、
テ
ナ

ン
ト
な
ど
を
回
っ
て
い

る
。
高
所
や
狭
い
所
、
地

下
な
ど
処
理
が
難
し
い
場

所
で
あ
っ
て
も
、
解
体
工

事
が
始
ま
る
前
に
電
線
を

撤
去
す
る
。

髙
田
商
事
で
は
解
体
撤

去
に
関
わ
る
専
門
機
材
を

全
て
そ
ろ
え
、
人
手
に
よ

る
丁
寧
な
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
解
体
中
に
発
生
す

る
設
備
機
器
は
、
付
加
価

値
を
高
め
リ
ユ
ー
ス
品
と

し
て
再
販
売
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
顧
客
に
利
益
還
元

を
行
う
。

現
在
、
4
―
5
カ
所
の

解
体
現
場
に
同
時
対
応
で

き
る
人
員
と
設
備
を
そ
ろ

え
、
1
年
か
か
る
大
型
の

解
体
現
場
に
も
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
銅
電
線
の

発
生
元
を
押
さ
え
る
一
方

で
、
今
後
は
ポ
リ
塩
化
ビ

ニ
ル
（
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）
な
ど
電

線
被
覆
材
に
お
け
る
独
自

の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
開
発

を
進
め
る
計
画
が
あ
る
。

同
社
は
電
線
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
輸
出
商
社
と
し
て
1

9
9
9
年
に
設
立
し
た
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
集
荷
範
囲

は
関
東
圏
を
中
心
に
全
国

に
及
ぶ
。本
社
の
ほ
か
に
、

ひ
ば
り
ヶ
丘
工
場
（
埼
玉

県
幸
手
市
）
を
構
え
る
。

引
き
続
き
、
中
国
や
東
南

ア
ジ
ア
、
米
国
や
カ
ナ
ダ

な
ど
海
外
メ
ー
カ
ー
と
の

取
引
を
活
発
に
行
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
を
開
拓
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
業

容
拡
大
を
目
指
す
。

金
製
品
の
製
造
販
売
を
行

う
Ｓ
Ｇ
Ｃ
（
本
社
＝
東
京
都

中
央
区
、
石
川
貴
久
社
長
）

は
27
日
、
金
製
品
の
展
示
販

売
会
「
大
黄
金
展
」
の
開
催

に
あ
た
り
、
東
京
・
日
本
橋

三
越
本
店
で
サ
ッ
カ
ー
漫
画

「
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
」
の
主
人

公
で
あ
る
大
空
翼
の
金
箔
8

0
0
枚
を
使
っ
た
等
身
大
黄

金
像
の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

除
幕
式
に
は
Ｓ
Ｇ
Ｃ
の
土
屋

豊
会
長
に
加
え
、
キ
ャ
プ
テ

ン
翼
の
原
作
者
で
漫
画
家
の

高
橋
陽
一
氏
と
元
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
の
福
西
崇
史
氏
も

ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
。
黄
金

像
の
実
物
を
目
に
し
た
高
橋

氏
は
「
躍
動
感
が
あ
っ
て
、

今
に
も
動
き
出
し
そ
う
。
実

際
に
見
る
と
輝
き
が
違
う
の

で
、
会
場
ま
で
見
に
き
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

Ｓ
Ｇ
Ｃ
は
金
の
精
錬
か
ら

販
売
、
買
取
ま
で
を
手
掛
け

る
企
業
で
、
高
橋
氏
が
代
表

を
務
め
る
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
の
南
葛
Ｓ
Ｃ
を
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し
て
支
援
し
て
い

る
。
大
黄
金
展
は
全
国
の
百

貨
店
な
ど
で
定
期
的
に
開
催

し
て
お
り
、
今
回
の
日
本
橋

三
越
本
店
で
の
展
示
は
12
月

1
日
ま
で
行
わ
れ
る
。

ま
た
同
社
は
27
日
か
ら
純

金
お
よ
そ
80
㌘
を
使
用
し
て

製
作
さ
れ
た
高
さ
10
㌢
、
幅

11
㌢
の
純
金
の
キ
ャ
プ
テ
ン

翼
像
の
発
売
も
開
始
。
予
定

販
売
価
格
は
3
9
6
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

財
務
省
が
28
日
発
表
し

た
貿
易
統
計
速
報
に
よ
る

と
、
鉛
リ
サ
イ
ク
ル
原
料

と
な
る
廃
バ
ッ
テ
リ
ー

（
使
用
済
み
鉛
蓄
電
池
）

の
10
月
輸
出
は
6
3
0
㌧

だ
っ
た
。
全
て
が
韓
国
向

け
で
輸
出
平
均
単
価
は
キ

ロ
1
3
5
・
2
円
。

港
別
の
輸
出
数
量
（
カ

ッ
コ
内
は
輸
出
平
均
単

価
）
は
、
東
京
港
3
3
8

㌧
（
1
3
5
・
2
円
）、博

多
港
2
9
1
㌧
（
1
3
5

・
1
円
）。先
に
発
表
さ
れ

て
い
た
韓
国
側
の
同
月
貿

易
統
計
で
は
、
日
本
か
ら

の
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
輸
入
は

3
3
9
㌧
を
記
録
し
て
い

た
が
、
日
本
側
の
輸
出
量

が
上
回
っ
た
。

韓
国
向
け
の
廃
バ
ッ
テ

リ
ー
輸
出
は
、
政
府
に
よ

る
新
規
輸
出
承
認
が
全
面

的
に
止
ま
り
、
承
認
済
み

の
輸
出
ラ
イ
セ
ン
ス
が
完

全
に
切
れ
た
2
0
1
9
年

以
降
は
途
絶
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
韓
国
側
の
環
境

査
察
受
け
入
れ
に
よ
り
、

輸
出
申
請
に
対
し
て
承
認

が
下
り
た
と
み
ら
れ
、
約

5
年
ぶ
り
に
輸
出
が
再
開

し
た
。

住
友
商
事
は
28
日
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
の
ア
ン
バ
ト

ビ
ー
ニ
ッ
ケ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
英
国
裁

判
所
が
債
務
整
理
手
続
き

の
認
可
を
決
定
し
た
と
発

表
し
た
。
同
社
は
8
月
、

収
益
安
定
化
に
向
け
た
施

策
の
一
環
と
し
て
英
国
法

に
基
づ
く
債
務
整
理
手
続

き
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
プ
ラ
ン
（
Ｒ
Ｐ
）
を

申
し
立
て
て
い
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
社
の
債
務
整

理
手
続
き
は
12
月
上
旬
に

完
了
予
定
と
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｘ
金
属
は
、
12
月
7

―
11
日
に
米
国
・
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ

る
半
導
体
・
電
子
デ
バ
イ

ス
関
連
の
国
際
学
会
「
Ｉ

Ｅ
Ｄ
Ｍ
2
0
2
4
」
に
出

展
す
る
と
発
表
し
た
。
同

社
は
9
―
11
日
の
3
日

間
、
半
導
体
用
ス
パ
ッ
タ

リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
高

純
度
硫
酸
銅
「
ユ
ピ
ノ
ー

グ
」
な
ど
6
製
品
を
パ
ネ

ル
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

同
学
会
は
半
導
体
・
電

子
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
技

術
・
設
計
・
製
造
・
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
幅
広

い
分
野
で
技
術
的
進
歩

が
報
告
さ
れ
る
、
世
界
最

大
の
国
際
学
会
と
さ
れ

る
。ア

サ
ヒ
セ
イ
レ
ン
（
本

社
＝
大
阪
府
八
尾
市
、
谷

山
佳
史
社
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
能
登
半
島
で
発
生
し

た
大
雨
災
害
に
対
し
、
ア

サ
ヒ
義
援
会
か
ら
50
万
円

の
義
援
金
を
寄
贈
し
た
と

発
表
し
た
。

同
社
で
は
「
ア
サ
ヒ
義

援
会
」
と
し
て
、
社
員
が

回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
会

社
が
買
い
取
る
か
た
ち
で

義
援
金
を
積
み
立
て
て
い

る
。

きょうの紙面

ベトナム電炉フル操業

本紙流通調査「厳しさ続く」

ゴライメタル、集荷注力

川島グループ経常益28億円

1面 鉄鋼ニュース

4面 西日本ネット

9面 リサイクル

11面 非鉄ニュース

津 田 電 線
創業170周年
津 田 電 線
創業170周年

特集10面

等
身
大
の
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
像

「キャプテン翼」像除幕式開く
金製品メーカーＳＧＣ金製品メーカーＳＧＣ

酸
化
第
二
銅
な
ど

除
幕
式
で
の
高
橋
氏
㊧
と
福
西
氏

髙田常務

廃
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル


